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實験的皮膚水疱液 ノ血清學的研究
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木 村 敏 太

本論文ノ大要ハ昭和2年2月 岡山醫學會總會ニ於テ報告セリ.

内 容 目 次

緒 論

第1章　 皮膚水疱ニ就テ

第2章　 水疱液中ノ細胞 ノ種類竝ニ數的開係

第3章　 水疱液ノ理,化 學的竝ニ酵素學的檢索

第4章　 水疱液ノ免疫學的檢索

1.正 常動物ニ於ケル檢索

2.免 疫動物ニ於ケル檢索

3.腸 「チ フス 」患 者 ニ於 ケル 檢 索

第5章　 結 論

文 献

緒 論

古來,諸 種 ノ體液 ニ就テ化學的或ハ生物學研究ヲ行ヒタル者甚ダ多シ. 1881年 先 ツEiohhorst1)氏 ハ肋膜

炎滲出液中ニ糖及ピ糖ヲ形成スル酵素ヲ認 メ, Nutta12)氏 ハ次デ1888年 初 メテ脾脱疽菌竝ニ他 ノ微生物ニ

對 シ體液 ノ有害 ニ作用スルコトヲ知 リタリ.爾 來,人 體或ハ動物體 ノ正常又ハ病的體液 ニ就テ多數 ノ精細

ナル檢索ヲ見ルニ至ル.

皮膚水疱液.殊 ニ「カンタリヂ ン」水疱液ハ,腸 「チフス」,「パラチフス」等ノ疾患ニ於テ其 ノ血清學的 ノ

診斷ノ目的ヲ以テ日常使用セラレ臨牀 上貴重ナル材料 タルハ衆知 ノ事ナリ. Gansslen3)氏 ハ「カンタ リヂン」

軟膏 ヲ皮膚ニ塗布 シ,發 疱ニ要 シタル時間ノ遲速 ヲ檢 シ以テ,浮 腫性素質 ノ皮膚機能檢査ヲ行 ヒタリ.而

シテ一定 ノ疾患或ハ體質ニ於テハ毛細管透過性増進シ從テ發疱ニ要スル時間短ク,コ レニ反 シ,或 ル種 ノ

疾患ニ於テハ發疱スルマデニ比較的長時間ヲ要スルコトヲ認メタリ.同 氏ハコノ關係ヨリ,之 ヲ實地「レン

トゲ ン」 深 部 療 法 ニ際 シテ 放 射 量 決 定 ノ指 針 トシテ 使 用 ス ペ キ コ トヲ推 賞 セ リ.猶 ホ令 日純 粹 ナ ル組 織 液

ヲ探 取 ス ル コ トハ 不可 能 ナ ル ニ ヨ リ,該 水 疱 液 ヲ シテ 之 ニ代 用 セ シム ル ヲ以 テ,最 モ簡 單 且 適 當 ルナ 方 法

ナ リ トシ,氏 ハ 之 ニ ヨ リテ組 織 ノ含 糖 量 ノ正 常 變 化 範 園 ヲ定 メ,糖 尿 病 其 ノ他 ノ疾 患 ニ於 ケル 組 織 含 糖 量

ヲ測 定 セ リ.コ ノ外,「 カ ン タ リヂ ン」水 疱 液 ニ關 シ, Stmua and Wolff7)及 ビ福 島8)氏 ハ 溶 血 素 ヲ,百 瀬10)

氏 ハ乳 酸 ヲ檢 索 シ, Umber u. Rosenberge)氏 及 ビGansslen氏 ハ黄 疸 患 者 ノ同 水 庖 液 中 ニ含 有 セ ラ ル ル「ビ

リル ピ ン」ニ就 テ報 告 ス ル所 ア リ.

以 上ノ水疱 液 ニ關 スル研 究 ハ總 テ人體 ニ試 ミタルモノニ シテ,動 物 ニ就 テ實験 シタル モノヲ

見ズ.且 之 ヲ他 ノ體 液 ハ研 究 ニ比較 セ,檢 索 ノ足 ラズ シテ不明 ナル點猶 ホ多 シ.

茲 ニ余ハ主 トシテ動物ヲ使用 シ,其 ノ皮膚ニ「カ ンタ リヂン」水疱 ヲ發生セシメ其ノ内容液ニ

就テ,細 胞學的,理 化學的,免 疫學的竝 ニ酵素學的ノ領域 ニ亙 リテ精細ナル檢索ヲ行 ヒ,且 同

時 ニ血清 ニ就テモ同様ノ檢索ヲ行 ヒ,以 テ兩者ノ間ノ關係ヲ比較研究セリ.
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第1章  皮膚水疱ニ就テ

第1項　 動物體ニ於ケル皮膚水疱形成 ノ方法

動物 ハ皮膚ニ人工的ニ水疱ヲ形成セ シメタル實驗ハ從來甚ダ稀ナリ.近 藤11)氏 ハ家兎ノ背部ヲ脱毛シチ

發疱膏ヲ貼 シタルニ,粟 粒大 ノ水疱ヲ發生セシメ得 タリト云ヒ, Torok, Lehner u. Kenedy9)氏 ハ家兎 ノ耳

嚢ヲ温湯中ニ浸シテ其ノ部ノ皮膚ニ水疱ヲ形成セシメ以テ灌流試驗ヲ行ヘリ.

余 モ亦,家 兎 ノ皮膚ニ水疱ヲ形成セシメント試 ミタルモ,初 メ甚ダ困難 ニシテ容易ニ其ノ目的ヲ達スル

コトヲ得ザリキ.先 ツ家兎 ノ腹部毛髪ヲ鋏ニテ短ク完全ニ苅取 リ之ニ装疱膏ヲ塗布シタルモ,近 藤氏 卜同

様ニシテ多數粟粒大ノモノヲ生ジタリ.次 ニ蒸氣ヲ毛細「ピペ ツト」ニ導キ之ヲ家兎 ノ耳翼ニ作用セシメ,

又酒精ニ浸 シタル布片ヲ耳翼内面 ニ置キ,之 ヲ點火シタルニ何 レモ局所 ノ炎衝症状著 シク,且 生 ジタル水

疱ハ甚ダ小サクシテ全ク使用ニ堪ヘザ リキ.猶 ホTorok氏 ニ從ヒテ,耳 翼ヲ56℃ ノ温湯中ニ5分 間浸シタ

ルニ,比 較的大ナル水疱 ヲ生 ジタリ.サ レド其ノ耳翼ハ全般ニ亙 リテ高度ノ炎衝 ヲ惹起シ漸次壊疽ニ陷リ,

遂 ニ一般衰弱ノ爲 メ斃死セリ.故 ニコノ方法モ亦余ノ實験ノ目的ニハ適 セザルヲ知 リタリ.茲 ニ於テ,余

ハ最後ニ家兎 ノ皮膚 ノ性質ヲ顧慮シテ,「 カンタリヂン」軟膏 ノ強弱ヲ先ツ動物ニ試驗 シ,夫 レニ應ジテ「ワ

ゼリン」等ニテ緩和シ,或 ハ又「カンタリヂ ン」ヲ加ヘテ適當ナル軟膏ヲ調製シ,之 ヲ耳翼内面ニ貼附セ リ.

カ クテ約15時 間前後ヲ經過 シ昌檢スルニ其 ノ部ニ大ナル水疱 ノ形成ヲ見 タリ.此 状宛モ人體ニ試 ミタル ト

同様ニシテ,時 ニ單ニ1箇 ノ水疱昌シテ5-6ccノ 内容ヲ有スルモノヲ生ゼ リ.家 兎ノ外猶ホ海〓ニ試 ミン

ニ又同様ニシテ其 ノ耳翼ニ水疱 ヲ形成セシムルコトヲ傳タリ.而 シテ此方法ハ他 ノ方法ニヨル場合ヨリモ,

局所 ノ炎衝著 シク弱 ク,且 水疱内容液ヲ探取シタル後其ノ部ニ附着セル軟膏 ヲ丁寧 ニ試ヒ去 リテ,特 ニ局

所ヲ愛護セバ,多 クノ場合,約2週 間後ニ於テ全 ク治癒セシムル事ヲ得ルモノナリ.

Pig. 1.

家 兎 ノ耳 翼 内 面 ニ生 ゼ シ メ タル「カ ンタ リヂ ン」水疱(内 容 約3cc)
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第2項  皮膚水疱ノ組織學的所見

發疱膏貼附後24時 間ヲ經テ水疱 ヲ形成セル部分ノ皮膚ヲ軟膏 ト共ニ剥離シ, 10%ノ 「フオルマリン」液

中ニ入 レコレヲ固定シ次デ48時 間 ノ後水洗 シ酒精ヲ以テ脱水ス.薄 キ「チエロイヂ ン」切片 トナシ「ヘマト

キ シ リン.エ オ ジ ン」ニテ 染 色 ヲ施 セ リ.

Fig. 2

水疱 ノ顯微鏡的所見(家 兎耳翼)

上記 ノ方法 ニヨリ製 ンタル標本(挿 圖參照)ヲ 檢スルニ,角 質層ノ上層ハ崩壊 シ深部ノミ殘留ス.發 芽層

ノ部ニ裂罅ヲ生ジ,コ レニ「エオジン」ニテ 紅色ニ染ル架状 ノ蛋自塊 ノ存スル所アリ.此 部ノ上皮細胞ノ

1部 分ハ剥離 シ, 1部 分ハ猶ホ殘留シテ細胞相互ノ連絡ハ鬆疎 タリ.斯 ル細胞體ハ膨大シ,核 モ亦膨大ス.

上皮細胞間ニハ稍々多數 ノ多核白血球 ノ浸潤セルヲ見ル.乳 嘴層ハ稍々浮腫ヲ呈シ,結 締織間ニハ多數 ハ

多核白血球及ビ大單核遊走細胞ヲ認ム.

第2章　 水疱液中ニ出現シ來ル血液細胞

家兎竝ニ海〓ヨ リ得タル皮膚水疱液中ニハ種々ノ血液細胞ヲ發見ス.

1.白 血球 多數 ノ小淋巴細胞,多 形咳白血球,少 數 ノ大淋巴細胞,單 核細胞ヲ認ム水疱形成後初期ニ於

テハ比較的多数ノ淋巴細胞存在ン.後 ニ至レバ多陵白血球筈シク増加ス.白 血球數ハ時間ノ經過 ト共ニ増

加ス.軟 膏塗布後15時 間乃至24時 間ニ於ケル水疱液中ノ白血球數ハ, 1cm中 ニ5,000-12,000ヲ 算 ス.海

〓ニ發疱膏 ヲ貼附シ, 12時 間及ビ20時 間 ヲ經過シタル後,形 成セル水疱液中ノ白血球數竝ニ其 ノ種類 ヲ檢

シタルニ,第1表 ノ如キ成績ヲ得タリ.
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第1表  海〓水疱液中ノ白血球數及ビ其ノ種類

猶ホ本表 ノ單核細胞中ニハ,組 織球性 ノ遊走細胞 ノ存在セルニハ非ザルヤ ト考 へ,家 兎ニ「リチオン.カ

ルミン」溶液ヲ注入 シ以テ高度ノ生體染色 ヲ施シ,後 水疱ヲ形成セシメテ,其 ノ内容液ヲ檢シタルモ,陰 性

ニ終 リタリ.

2.赤 血球 甚 ダ少數存在ス.水 疱液ヲ遠心沈降シ,其 ノ殘渣 ヲ鏡檢 シタルニ,數 百ノ白血球ニ封 シ僅ニ

數箇ノ赤血球ヲ發見セ リ.

3.血 小板 甚ダ多數存在ス, Flossner50)氏 法 ヲ以テ算定シ,之 ヲ白血球數及ビ赤血球數卜比較セバ次 ノ

如シ.

實 驗1, 2, 3及 ビ4ノ 成績ハ第2表 ノ如 シ.

第2表  水 疱 液 中ニ於 ケル白血球及 ビ血 小板數

實験5.海 〓.軟 膏貼附後20時 間ノ水疱液ヲ遠心沈降シ,其 ノ殘渣ヲ檢シタルニ白血球數2,142箇 ニ對

シ赤血球數3箇,血 小板無數ヲ算 シタリ.

實驗6.大 腸菌ヲ以テ免疫ヲ施シタル家兎ニシテ,發 疱軟膏貼附後20時 間ヲ經テ水疱液ヲ採取 シ,之 ヲ

遠心沈降シ,其 ノ殘渣ヲ檢スルニ,白 血球860箇 ニ封 シ赤血球20箇,血 小板ハ甚ダ多數ヲ算 シタ リ.試 ニ

此際此水疱液ノ沈渣中ニ大腸菌浮游液1滴 ヲ混ジ顯微鏡下ニ檢シタルニ,活 溌ニ運動セル菌體ノ一端ニ血

小板密着 シ離 レザルノ状ヲ多數認ム.

以上ノ所見 ヨリ考察 スルニ,水 疱液中ニ出現 セル赤血球 ノ極 メテ少數ナルハ,局 所ノ血管壁
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ニ於 テハ特 ニ認 ムペキ損傷 ノ存在 セザル ヲ示 シ,此 際多數 ノ血小板 ノ出現 シ來 ルハ興味アルコ

トナ リ.佐藤35)氏 ハ血小板ハ專 ラ流血中ニ存在 シ決 シテ膿竈中或 ハ漿液中ニハ發見シ得ザルモ

ノナ リト記載 シタレ共,余 ノ上記水疱液 ノ實驗 ニ依 レバ,炎 衝ヲ惹起 セル場合ニハ,血 小板ハ

白血球 ト共 ニ擴張 セル該部 ノ毛細管壁 ヨリ遊出 シ滲出液中ニ出現 シ來ルモノナ リ卜見做サザル

ベカラズ.加 之上記血小板ノ菌體 ニ密着 スルノ作用 卜,彼 ノ發生ノ由來 トヲ想起 セバ,血 小板

ノ生物學的意義未ダ完成 セザルノ今日,血 液凝固作用竝 ニ免疫學上ニ貢獻 スルノ外猶ホ白血球

ト共ニ炎衝機轉ニ參與 スルニハ非ザル ヤ ト想像 セラル.

第3章  理,化 學的竝ニ酵素學的檢索

文 献

Runeberg13)氏 ハ 腹 膜 腔 漏 出 液 ノ「ア ル ブ ミン」ヲ定 量 シテ,腹 水 ノ漸 次 吸 收 セ ラ ル ル ト共 ニ其 ノ含有 量 増

加 ス ル コ トヲ發 見 シ,更 ニ之 ヲ諸 種疾 病 ノ診 斷 ニ應 用 セ ン ト試 ミ タ リ. Zechuisen14)氏 ハ 卵 巣 嚢 腫 ヲ合 併 セ

ル 腹 水 ノ蛋 白量 ハ3%ニ シテ,羊 膜 水 腫 液 ハ0.15%ナ リ ト報 告 セ リ. Straus15)氏 ハ 漿 液 ノ殘 餘 窒 素 ヲ定 量

ンテ,血 清 ト同 様 ナ ル コ トヲ知 リ.稻 田17)氏 ハ 「ク ロー ム」 腎 炎 ヲ起 サ シメ タル 家 兎 ノ肋 膜 及 ビ腹 膜 腔 瀦

溜 液 ニ 就 テ残 蘇 窒棄,灰 分,食 鹽 ノ含 有 量 ヲ檢 シ,何 レモ血 清 ヨ リハ 多 量 ニ存 ス ル コ トヲ認 メ,氷 點 下 降

度 ハ 血 清 ニ比 シ稍 々 低 シ ト云 ヘ リ.肋 膜 滲 出 液 中 ニ存 スル糖 ヲ初 メテ 發 見 シ タル ハEichhorst1)氏 ニ シテ,

 Piokardt18)氏 ハ 腹 水,浮 腫 液 及 ビ肋 膜 滲 出 液 中 ニ蛋 白質,糖 ノ存 在 ス ル ヲ認 メ,且 之 等 ノ物 質 ハ 普 ク病 的 體 液

中 ニ含 有 セ ラ ル ル モ ノナ リ ト述 ペ タ リ. Neuberg u. Strnus19)氏 ハ肋 膜 及 ビ腹 膜 瀦 溜 液 中 ニLovulose (0.04-

0.5%)ノ 存 在 ヲ詔 メFlatow20)氏 ハ 腹 水 ノ2例 ニ於 テ 糖 ヲ檢 シタ ニ, 1例 ハ0.107%,他 ハ0.1%ヲ 示 シ タ リ

ト. Hegler u. Schumm21)氏 ニ ヨ レバ,肋 膜 及 ビ腹 膜 潴 溜 液 中 ニ存 在 ス ル糖 ノ含 有 量 ハ 漏 出 液 ノ場 合 ト滲出

液 ノ場 合 ト ニ ヨ リテ 明 力 ニ差 違 アル コ 卜ヲ認 メ,前 者 ニ於 テ ハ 血 液 ヨ リモ多 屋 ニ シテ後 者 ノ場 合 特 ニ結 核

性疾患轟於テハ0.1%以 下 ヲ示シ,常 ニ血液ノ糖含有量ヨリモ小ナ リト云ヘリ.齋 藤22)氏ハ人體ニ於ケル

種々ノ體液ノ含糖量ヲ檢 シ滲出液 ト漏出液 卜ノ間ニハ差違ヲ認メズト報告ス.久 島23)氏ハ滲出液,漏 出液

及ビ浮腫液中 ノ糖 ヲ定量 シ肋膜炎ノ經過 ト糖含有量 トノ間ニ於ケル關係ヲ檢索セ リ.比 留間24)氏 ノ實驗ニ

ヨレパ,漏 出液ノ含糖量ハ滲出液ニ於ケルヨリモ大ニシテ,血 液ハ此中間ニ位スト云 ヒ.小 林25)氏ハ浮腫

液 ヲ檢 シ,糖量ハ血液ニ於ケルヨリモ多量ナルコトヲ詔 メ.武部26)氏モ腹水 ノ糖及ビ食鹽含有量ハ「ウラン」

腎炎ヲ起サシメタル家兎ニ於テハ血清 ヨリモ稍々多量ナ リト報告セリ.君 塚27)氏ハ屍體ノ皮膚ノ食鹽含有

量ヲ測定 シテ食鹽攝取量 トノ間ニ密接ナル關係ノ存スルコトヲ知 リ,皮 膚ハ食鹽貯藏所 トシテ大ナル意義

ヲ有スルコトヲ認メタリ.猶 ホ漏出液 ト滲出液 トノ間ニハ食鹽含有量ニ大差ナシト述ベタリ. Eiohhorat氏

ハ肋膜滲出液中ニ糖ヲ發見スル卜同時ニ糖ヲ形成スル物質ノ存在ヲ認 メ,次 デBreusing29)氏 ハ腹水ヲ檢 シ

テ同様ノ物質 ノ含有セラルルコトヲ知 リタリ. 1908年Wohlgemuth28)氏 ガ簡易ナル「ア ミラーゼ」定量法ヲ

發見 シテ以來,諸 家ハ諸體液中ニ存スル「ア ミラーゼ」ヲ檢索スルニ至 リタリ.角 田30)氏ハ肋膜及 ビ腹膜腔

潴溜液内ニ存 スル「アミラーゼ」ニ就テ詳細ナル研究ヲ行ヒ,松 本31)氏パ肋膜腔潴溜液ノ澱粉消化力ハ常ニ

一 定セルモ腹腔内瀦溜液 ニ在 リテハ不定ナリト云ヘリ.武 部26)氏 ハ「ウヲン」腎炎ヲ起サシメタル家兎 ノ腹
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水 中 ニ於 テ「ヂ ア ス タ ーゼ 」,「 リパ ーゼ」,「 ア ン チ ト リプ シ ン」及 ビ「ア ンチ ペ プ シ ン」ノ存 在 ヲ認 メ,其 ノ

作 用 ハ 何 レモ血 清 ニ比 シ常 ニ弱 シ ト.

皮膚水水疱液ニ就テハ2-3ノ 報告アリ. Gansslen4)氏 ハ種々ノ疾患ニ於ケル「カンタリヂン」水疱液 ノ

含糖量 ヲ檢 シ,膵 臟性糖尿病ニ於テハ血清ヨリモ稍々多量ナルガ,一 時性糖尿 ニ於テハ血清ヨリモ稍々少

量 ニ シテ,妊 娠 末 期,重 症 「バ セ ドウ」 氏 病 及 ビ消 耗 性 疾 患 ニ於 テ ハ異 状 ニ少 量 ナ リ ト云 ヘ リ,百 瀬10)氏

ハ 人 體 ノ發 疱 液 ニ就 テ 乳 酸 含 有,量 ヲ測 定 セ リ,コ ノ外 此 水 疱 液 中 ニ於 ケ ル 「ビ リル ビ ン」 含 有 量 ニ 就 テ ハ

Gdnsslen5)氏, Umber u. Rosenberg6)氏 ノ黄 疽 患 者 ニ於 ケ ル報 告 ア リ何 レモ 其 ノ含 有 量 ハ 血清 ヨ リモ 小 ナ

リ ト云 フ.

以上ノ文献ヲ見ルニ,皮 膚水疱液ニ關スル研究ハ總テ人體ニ於ケル研究ニシテ動物ニ試 ミタルモノヲ見

ヅ,且 結氷點下降度,屈 折率,固 形分含有量竝ニ酵素等ニ於ケル報告 ヲ缺ゲルヲ以テ,余 ハ出來得ル限 リ

系統的ニ其 ノ成分 ヲ檢索 シ,一 方人體ニ於テ困難ナル實驗ヲ動物皮膚水疱 ヲ以テ補ハントス.

實 驗 成 績

專 ラ家兎 ヲ使用シ,發 疱軟膏貼附後17時 間乃至24時 間ニ於テ水疱液ヲ採取セリ.先 ヅ析出セル繊維素

塊ヲ去 リ遠心沈降 シ,其 ノ上清 ヲ試験ニ供 シタリ.水 疱液採取 ト同時ニ毎囘耳靜脉ヨリ採血シ,其 ノ血清

ニ就テモ同様 ノ檢査ヲ行 ヒタリ.

1.結 氷 點下降度

Mikrokryoskopヲ 使用ス.結 氷點下降

度ハ水疱液ニ在 リテハ血清ニ於ケルヨリ

モ常ニ低シ,從 テ其 ノ鹽類含有量ハ血清

ヨ リモ多量ナルヲ知ル.

2.屈 折 率

Pulfliah氏Eintnuchrefroktometerヲ 使

用 ス.水 疱 液 ノ屈 折率 ハ 血 清 ヨ リモ 毎 常

小 ナ リ.從 ツテ 蛋 白質 含 有 量 亦 少 キ ヲ知

ル.

3.固 形 分

固形分定量ニハ可檢液ヲ小ナル秤量瓶

ニ取 リ,之 ヲ70℃-80℃ ノ電熟恒温器中

ニ入レ約12時 間乾燥セシメ猶ホ2-3日

間Exsioontorニ 入 レ其 ノ前後 ノ重量ヲ秤

量 シテ定メタリ.水 疱液 ノ固形分ハ血清

ヨリモ常ニ少シ.

第3表　 氷 點 下 降 度

第4表　 屈 折 率

第5表　 固 形 分(%)
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4.食 鹽

Rusznyak33)氏 法 ヲ採用セリ.水 庖液

ハ食鹽含有量ハ血清ニ於 ケルヨリモ常ニ

稍々多量ナ リ.

5.糖

Bang34)氏 微量定量新法ヲ採用セ リ.

表 ノ如ク水癒液 ノ含糖量ハ血清ニ於ケル

ヨリモ少キヲ常 トス.

6.總 窒 素

Bung34)氏 Mikrokjehldahlmethodeニ

ヨル 其 ノ含 有 量 ハ 水 庖 液 ニ於 テ ハ 血 清 ニ

比 シ常 ニ小 ナ リ.

7.殘 餘 窒 素

Bang氏Mikrokjehldahlmethodeヲ 採

用 ス.水 庖 液 ノ殘 餘 窒 素 量 ハ 血 清 ヨ リモ

稍 々 多 量 ナ リ.

8.「 ア ミ ラ ー ゼ 」

Wohlgemuth28)氏30分 法 ヲ採 用 シ,酵

素 稀 釋 液 ト シテ ハ 特 ニ井 上51)氏 動 物 性 稀

釋 液 ヲ用 ヒ タ リ.表 ノ如 ク水 庖 液 ノ 「ア

ミラ ー ゼ」 量 ハ 血 清 ノ約 半 量 ナ リ.

9.「 ア ン チ ト リ プ シ ン」

Fuld-Gross52)氏 法 ニ ヨ リタ リ.余 ノ使

用 シタ ル 「ト リプ シ ン」製 劑 ハ 牛 ノ膵 臟 ヨ

リ新 ラ シク製 シ タル モ ノ ニ シテ1%ノ 溶

液 トナ シテ 使 用 シ血 清 及 ビ水 庖 液 ハ1%

ノ稀 釋 状 態 ヲ 以 テ試 驗 ヲ行 ヒ タ リ.而 シ

テ 「ト リプ シ ン」 及 ピ 「ア ンチ ト リプ シ

ン」ハ15分 間 室 温 ニテ 結 合 セ シ メ消 化 ハ

1.0%ノ 「カ ゼ イ ン」溶 液 ヲ加 ヘ テ攝 氏38

度 ノ温 浴30分 ニ テ行 ヒ タ リ.表 ノ如 ク水

庖 液 ノ「ア ンチ ト リプ シ ン」價 ハ 血 清 ニ於

第6表　 食 鹽(%)

第7表　 糖(%)

第8表　 総 窒 素(%)

第9表　 殘 饒 窒 素(%)

第10表 「ア ミ ラ ー ゼ」(d88°30´)

第11表  抗 「ト リ プ シ ン」

(Anti-T38゜30´)
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ケ ル ヨ リモ 常 ニ低 ク シテ 約1/2ヲ 示 セ リ.
第12表　 「ビリル ビン」(單 位)

10.「 ビ リル ビ ン」

輸 膽 管 ヲ結 紮 シテ,鬱 血 性 黄 疸 ヲ起 サ

シメ タ ル 家 兎 ハ耳 翼 ニ發 疱 軟 膏 ヲ貼 附 シ

水 疱 ヲ形 成 セ シ メ タ リ.「 ビ リル ビ ン」定

量 ニハHijmnnns Van den Be㎎h53)氏 法

ヲ探 用 セ リ.水 疱 液 ニ於 ケル 「ビ リル ビ

ン」含 有 量 ハ 血清 ヨ リモ 毎常 小 ナ リ.

以上第3章 ニ於テ檢 シタル諸物質 ノ水疱 内含有量 ヲ血清 ト比較 スルニ,水 分,鹽 類及ビ殘餘

窒素ハ血清 ヨリモ常ニ多量ナルガ,其 ノ他ノ物質即チ總固形分,糖,總 窒素,「 アミラーゼ」,

「アンチ トリプシン」,「 ビリル ビン」ハ毎常少量ニシテ血清ノ半量内外 タリ.猶 ホ本水疱液ハ

Rivalta氏 反應陽性 ニシテ滲出液タルコト明カナ リ.次 ニ之ヲ炎衝ノ全ク存在セズ シテ潴溜 シ

タル家兎腹水 ノ成績(武 部氏)ト 比較スルニ,蛋 白質含有量ハ水疱液ノ方腹水ヨリモ多量 ニシ

テ,食 鹽,殘 餘窒素,酵 素及 ビ抗酵素ハ兩者大略同様 ノ關係ヲ示 セリ.含 糖量ハ水疱 液ニ於テ

ハ血清 ヨリモ常ニ少量ナルガ,腹 水 ニ在 リテハ血清 ヨリモ常ニ多量ナリ. Hegler u. Schumm

氏ハ鬱血 ニヨル漏出液中ニハ糖量多クシテ血液 ヨリモ多量ナルガ,炎 衝 ニヨル殊 ニ結核性滲出

液内ニハ糖量少ク決 シテ血液内ノ含有量 ニ達 スルコ トナシト云ヘ リ.此 外猶ホ滲出液及 ビ漏出

液 トノ間ニハ含糖量ニ大差 ナシト云ヘル者(齋 藤,渡 邊及 ビ坂ロ,久 島氏)ア レドモ,余 ノ水疱

液ニ於ケル實驗 ノ結果 ヨリ想像 セバ,一 般 ニ滲出液 ニ在 リテハ局所ノ炎衝機轉ノ程度或ハ瀦溜

ノ時期等ノ關係ニヨリテ,其 ノ含糖量ハ血清ニ比 シ著 シク少量ニシテコレ單純ナル鬱血 ヨリ發

生 シタル漏出液ニ比 シ異ル點ナルガ如 シ.

第4章　 免 疫 學 的 檢 索

文 獻

1888年Nnttnl2)ガ 脾脱疽菌竝ニ其ノ他 ノ微生物 ニ封シテ體液ノ有害ニ作用スルコトヲ發見シテ以來,多

数 ノ學者ハ種々ノ體腔ニ潴溜スル體液ニ就テ免疫學的檢査ヲ行 フニ至ル.此 潴溜液ハ炎衝ニヨル場合ト循

環障害 ニヨル場合 トヲ以テ滲出液 ト漏出液 トニ區別セラレ,此 兩者ヲ免疫學的檢索ニヨリテ鑑別セント試

ミタル者多シ.今 諸種滲出液及ビ漏出液 ノ研究ニ關スル文献ヲ學グレバ次ノ如 シ. Staus u. Wolff7)氏 ハ5

種 ノ體液(踊 脊髓液,浮 腫液,腹 水,肋 膜及ビ心嚢腔潴溜液)及 ビ發疱液 ノ1例 ニ就テ家兎血球ニ封スル溶血

カヲ檢シタルニ漏出液ニ屬スベキ腹水,浮 腫液及ビ腦脊髓液ハ血清ニ比シテ著シク微弱ニシテ,滲 出液ハ(

甚ダ強カナルコトヲ認メ且此溶血力ハ其 ノ蛋白質含有量 ト密接ナル關係アルコトヲ唱ヘタリ. Hedinger36

氏 ハ肝硬變症,心 臟瓣膜病及ビ腎臟炎ヨリ生 ジタル腹水 ト結核性竝ニ癌腫性腹膜炎ニ於ケル腹腔潴溜液 ト

ニ就テ.脱 繊維セル家兎血球ニ封スル溶血作用ヲ檢シタルニ,漏 出液ニ於テハ正常溶血作用強ク.滲 出液
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ニ在 リテハ屡々溶血妨止作用ヲ呈スト云へリ. Marsohrill37)氏ハ5種 ノ體液ニ就テ溶血性補體ヲ檢 ン且滲出

液ハ緬羊ノ血球ヲ溶解スルモ漏出液ハ然 ラズ.サ レド人 ノ血球ニ封 シテハ漏出液モ溶血作用ヲ呈 シタリト

云 フ. Granstrom38)氏 ハ46例 ノ種々ノ患者ニ於ケル滲出液及 ビ漏出液ニ就テ,共 ノ溶血カヲ以デ之ラ鑑別

セ ント試 ミタルガ,其 ノ作用ニ著シキ動搖ヲ認 メ兩者ヲ區別スルコト能ハズト述ベタサ. Grollo39)氏モ亦

溶血作用ヲ以テ滲出液及ピ漏出液ヲ區別セント企テタルニ。 後者ハ家兎 ノ血球ニ 封シテハ抗體ノ存セザル

ヲ以テ其ノ作用ヲ見ザルモ,前 者ハ常ニ之ヲ溶解 セリ.然 レドモ唯1例ニ 於デハ補體缺乏 ノタメ陰佐ナリ

キト云ヘリ. Ludke40)氏 ハ2例 ノ腹水, 4例 ノ肋膜腔潴溜液ニ就テ種々ノ血球(人,牛,緬 羊,豚,家 兎,

海〓.馬 及ビ鶏)ニ 封スル溶血作用ヲ檢 シ,腹 水ニ於ケル媒介體ノ含量パ著シキ動搖ア リ,滲 出液バ一般

ニ強キ抗溶血作用存在スルヲ以テ兩液 ノ早期診斷ノ目的ニハ此檢査ハ價値ナシト報告セリ. Muttermiloh u. 

Hertz41)氏 ハ56例 ノ正常或ハ病的體液ニ就テ補體ヲ檢索セリ.而 シテ漏出液ニハ其ノ痕跡 ヲ認メ,滲 出液

ニハ多量ニ存 シ,血 清ニ於ケル ト略ボ同様ナルガ,浮 腫液及ピ膿性及ピ漿液性膿性液竝ニ正常又ハ病的腦

脊髓液申ニハ缺乏スト. Aronstamm42)氏 モ多數 ノ肋膜及ビ腹膜腔潴溜液及ピ陰嚢水腫ノ溶血力竝ニ 溶血性

補體ヲ檢シタルニ,滲 出液ハ血清ニ於ケルヨリモ補體ヲ含有スルコト少量ナレ ドモ殆 ド之 ト接近シ,漏 出

液ハ之ニ反 シ著 シク少量ナ リト云フ.田 中43)氏ハ人體ニ於ケル滲出液,漏 出液竝ニ其ノ正常肋膜腔潴溜液

ノ溶血性補體含有量ニ就テ詳細ナル檢査ヲ行 ヒ,福 島8)氏 ハ人 ノ種 々ノ病的體液中 ノ正常溶血素含有量ヲ

檢索 シテ,發 疱液ニ於テハ他ノ體液ヨリモ多量ニシテ血清ハコレヨリ猫ホ一層多量ナリト云ヘリ.山田44)氏

ハ肋膜腔潴溜液ノ溶血素含有量ハ血清 ヨリモ小ナ リト報告セリ.武 部26)氏 ハ 「ウラン」腎炎ヲ起サシメタ

ル家 兎 ノ腹 水ニ 就 テ 正 常 溶 血 素 ノ存 在 ヲ檢 シタ ル ニ,常ニ 血 清ニ 於 ケ ル ヨ リハ 少 鼠 ナ ル コ トヲ認 メ タ リ. 

Liviverato及 ビCrossonini45)氏 ハ結 核 性滲 出 液ニ 就 テ結 核 菌 ニ對 ス ル抗 毒 性 作用,凝 集反應 竝 ニ 沈 降 反 應

ヲ檢 シ, Tedesohi46)氏 ハ 滲 出 液 及 ピ漏 出 液ニ 於 ケル 沈降 素 ヲ檢 シ,前 者 ハ後 者 ヨ リモ屡 々少 量 ナ リ ト云 ヘ

リ.

上記 ノ業績テ見ルニ動物體竝ニ人體ノ諸體液ニ就テハ既ニ詳細ナル免疫學的ノ研究行ハレタ

レドモ唯皮膚水疱液ニ 關スルモノハ比較的少ク殊ニ 其ノ補體及 ピ沈降素ノ檢索ニ至 リテハ未 ダ

報告テ見ズ 余ハ弦ニ家兎及 ビ海〓ノ皮膚ニ水疱テ形成 セシメ,正 常ナル場合或ハ種 々ノ免疫

原 ヲ以テ発疫 シタル場合ニ水疱 内溶液中ニ出現 シ來ル種 々ノ免疫體テ檢索 シ,更ニ 腸「チフス」

患者ニ就テ實驗 ヲ重 ネタリ.

第1節  正常動物ニ於ケル檢索

1.溶 血性 補體

本實驗ニ於テハ特ニ海〓ヲ使用シ,以

下其 ノ他 ノ實驗ハ總テ家兎ニヨル.

實驗方法.溶 血價1・1,000ノ 抗緬羊

血球家兎免疫血清 ヲ56℃ 30分 間加温非

働性 トナシ,後500倍ニ 稀釋シタルモノ

0.5ccニ5%ノ 緬羊血球浮游液0.5ccヲ 加

第13表　 溶 血 性 補 體
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へ,之 ニ可檢海〓血清又ハ水疱液 ヲ遞降的ニ生理的食鹽水ヲ以テ稀釋シタルモノ0 .5cc宛 ヲ加へ37℃ ノ孵

卵器内ニ1時 間置キ,後 其ノ溶血度ヲ檢 シ,完 全溶血ノ血清又ハ水疱液ノ最大稀釋度 ヲ以テ補盟便 トセ リ・

表 ノ如ク水疱液 ノ補體價ハ血清ニ比シ著 シク小ナリ.

2.正 常 溶血 素

實驗方法・ 家兎 ノ血清竝ニ水疱液ヲ

56℃30分 間加温非働性 トナシ,コ レヲ生

理的食鹽水ヲ以テ邊降的ニ 稀釋シ全量ヲ

0.5㏄ 卜ス.之 ニ數同洗滌 シタル緬羊血清

0.5ccヲ 加 へ,更 ニ補體 トシテ10%稀 釋

ノ新鮮海〓血清0.5ccヲ 加 へ, 37℃ ノ孵

卵器中ニ1時 間置キタル後.溶 血度ヲ檢

ン,完 全溶血ノ最大稀釋度ヲ以テ,某 ノ

溶血素價 トセ リ.表 ノ如 ク家兎水疱液 ノ正常溶血素價ハ常ニ血清 ヨリ低シ.

第14表　 正 常 溶 血 素

3.正 常 細菌凝集 素

實験方法.可 檢血清竝ニ水疱液 ヲ上述

ノ方怯 ニヨリテ非働性 トナシ生理的食鹽

水 ヲ以テ邊降的ニ稀釋シタルモ ノ各1㏄

ヲ取 り,之 ニ細菌浮游液4滴 宛ヲ混ズ.

但 シ菌液ハ18時 間寒天培養ノ大腸菌又ハ

腸「チフス」菌3「 エーゼ」ヲトリ, 10ccノ

生理的食鹽水ニ浮游センメ且60℃ 2時 間

加温殺菌シタルモノヲ用ヒタリ.而 シテ

37℃ 2時 間 孵卵器内ニ置キ,次 デ室温ニ放置シテ,翌 日Agglutinoskopヲ 以テ凝集状態 ヲ檢 シタリ.第15

表 ノ如 ク家兎水疱液 ノ正常細菌凝集價ハ常 ニ血清 ヨリモ低ン.

第15表　 正常細菌凝集素

第2節　 免疫動物ニ於ケル檢索

豫 メ免疫 シ置キタル動物ニ生ゼシメタル水疱内容液中ノ免疫體出現状態ハ 免疫後 ノ時期ニヨリテ異ルコ

卜ヲ知 リタルヲ以テ,次 ニ早期及ビ後期 トニ分チテ之ヲ記載セントス.

試驗動吻　 專ラ家兎ヲ使用ス.

免疫方法　 免疫ハ靜脉内或ハ皮下ニ行ヒ,且 特ニ長期間ニ亙ラザルコトヲ顧慮シ, 2-3日 ノ間隔ラ以テ

免疫セリ.共 ノ囘數ハ5囘 以内ニ止メタリ.

第1項　 免 疫 後 早 期

本實驗ハ最終免疫後7-9日 ニ於テ行ヒ タリ.
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1.溶 血 素

緬羊血球 ヲ數囘洗滌 シテ10%ノ 浮游液 ヲ作 リ,之 ヲ1囘 ニ3-5㏄ 注射セ リ.溶 血素價測定法ハ前述ノ

如 シ.各 例ニ於テ.水 疱液ハ血清ノ溶血素價ヨリモ著シク劣 レリ.

第16表  免疫後早期ニ於ケル溶血素

2.細 菌凝集素

免疫ニハ18時 間寒天培養 ノ大腸菌又ハ腸「チフス」菌3「 エーゼ」ヲ10ccノ 生理的食鹽水ニ浮游センメ,

且之 ヲ加温殺菌シテ使用 シ, 3日 置 キ,増 量的(0.3-1.0-2.0cc)ニ 注射セリ.凝 集素價測定法 ハ既述ノ如

ン.第17表 ヲ見ルニ,各 例 ニ於テ水疱液,血 清間ノ凝集素價ノ差違ハ甚ダ著明ナリ.

第17表  免疫後早期ニ於ケル細菌凝集素

3.沈 降 素

免疫原 卜ンテ馬血清ヲ使用シ増量的(0.5-0.8-1.0)ニ 注射セリ.沈 降素價測定ハ抗體稀釋法(緒 方教浸)

ヲ探用セリ,此 場合ニ於テモ,水 疱液ハ血清 ノ沈降素價ヨリモ著シク劣 レリ.
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第18表  免疫後早期ニ於クル沈降素

以上溶血素,細 菌凝集素竝 ニ沈降素 ノ成績 テ見ルニ,最 終免疫後7-9日 ノ早期ニ於 ケル水疱

液,血 清間ノ免疫體含有量ノ比ハ多クノ場合1:3,或 ハ1:4テ 示 シ時ニ猶ホ,之 レ以上ノ差ヲ

呈セリ.

因ニ,沈 降素 ノ實驗成績中血清竝 ニ水疱液 ノ結合帶ハ常 ニ一致 シ,血 行中ニ存在 セル沈降素

ノ水疱液中ニ移行 シ來ルモ猶ホ結合帯ニ動搖 テ來サザルコ卜テ知ル.

第2項　 免 疫 後 末 期

本實驗ハ最終免疫後30日 以上ヲ經過 シタル時ニ行ヘリ.次 ノ第19表 中Nr. 9及 ビNr. 10ニ 於 テハ免疫

後種々ノ時期ニ於テ水疱液ヲ採取セント試 ミタルヲ以テ,特 ニ長大ナル耳翼ヲ有スル家兎ヲ選擇セ リ.從

テ同一 ノ耳翼ニ重複 シテ發疱軟膏 ヲ貼附スルノ止ムナキニ至 リシモ其ノ都度位置ヲ變 ヘ,且 既述 ノ如 ク,

特別 ノ注意 ノ下ニ前囘發疱 シタル部位ヲシテ完全ニ治癒セシメタル後次囘ノ處置ヲ行ヘ リ.

第19表　 免疫後末期ニ於ケル比較
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本表ノ實驗成績ヲ見ルニ免疫終了後, 30日 以上ヲ經過 シタル末期ニ於テハ水疱液内ノ免疫體出現状態ハ

免疫後早期ノ場合二比シ,稍 々異ナリタル關係 ノ存在スルヲ見ル.即 チ此末期ニ於テハ血清,水 疱液間ノ

免疫體含有量ハ著 シク相接近スルニ至ル.斯 ク兩者ノ免疫價相接近 シタル時期ニ於テ特ニNr. 9, Nr. 10及

ビNr. 11ノ 家 兎ヲ選 ビテ夫々抗原ヲ各々ノ靜脉内ニ注入セ リ.此 際No. 11ノ 家兎ニハ之 卜同時ニ,發 疱

軟膏ノ貼附ヲ行ヒ,次 デ24時 間 ヲ經過 シタル後水疱液及ビ血清ヲ採取 シテ檢 シタルニ各々ノ免疫價ハ抗原

再注射直朗ニ比 シ稍々低下シタルノミーシテ,兩 者ノ比ニ著變ヲ見ザ リキ. Nr. 9及 ビNr. 10ニ 於テハ抗

原再注射後6-7日 ヲ經過 シタル時ニ水疱ヲ形成センメ,水 疱液 卜同時ニ血清ヲ採取 シテ免疫體含有量ヲ測

定シタルニ,兩 者ハ再注射直前ヨリモ甚ダシク上昇セルヲ認ムル卜共ニ兩者ノ比モ亦再ピ著明卜ナ リ宛モ

早期ニ於テ見 タルガ如 ク比率關係ニ復 ンタリ.

第3節  腸「チフス」患者ニ於 ケル檢索

以上 ノ諸賀驗ハ總テ動吻ニ試 ミタルモノニンテ,本 節ニテハ數例ノ腸「チフス」患者ニ就テ檢索ヲ行ヒタ

リ.患 者ノ上膊ニ發疱軟膏 ヲ貼附シ約18時 間經過後水疱液竝ニ血清ヲ採取 シ腸「チフス」菌ニ封スル凝集素

價ヲ比較檢査セ リ.

第20表　 腸「チフス」患者ニ於ケル實驗
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實驗例數少キも 本表ニ於ケル成績 ヲ見ルニ,前 述ノ動物實驗ノ場合卜略ボ同様 ノ結果ヲ得タ リ.即 チ

水疱液ノ凝集素價ハ血清 ヨリモ常ニ劣 リ,且 之ヲ發病後ノ經過時日ヨリ觀察スルニ早期ニ於テハ兩者ノ差

稍々大ナルガ,末 期ニ至ラバ兩者相接近 ンテ其ノ差 ヲシテ僅少ナラシム.

總括竝ニ考按. 第4章ニ 於ケル實驗成績ヲ總括考按スルニ,一 般ニ種々ノ免疫原 ヲ以テ家

兎テ免疫スル時ハ,其 ノ水疱液中ニハ之ニ相當 シタル免疫體出現 シ,其 ノ量ハ該家兎ノ免疫度

(血清ノ免疫價)ニ 伴 ヒテ増減 ス.而 シテ水疱液 ノ免疫體含有量ハ常ニ血清ニ於 ケル ヨリモ少量

ナルガ更ニ之 ヲ詳細ニ檢 セバ,兩 者ノ比 ハ免疫注射終丁後約7日 頃ノ早朋ニ於テハ其ノ差著 シ

ク,普 通1:3乃 至1:5ノ 關係 テ示 シ,約30日 以後ノ末期ニ至 ラバ1:2或 ハコレ以下ニ接近 シ

來ルヲ發見ス.此 關係ハ果 シテ如何ナル理由ニ基 クモノナ リヤ.此 問題ヲ解決スルニ先 ダチテ

水疱液中ニ出現 シ來ル免疫體 ノ起源 ヲ明確 ニスルヲ要ス.

炎性 滲出液 ノ起 源ニ 就 テハ既ニCohnheim及 ビSamuel氏 等 ニヨ リテ論 及 セラ レ,主 卜シテ

之ヲ 毛細 管壁 ノ變 性ニ 歸 セシメ,其 ノ通過性 ノ増進ヲ 以 テ説明 シタ リシガ, Richer u. Rege

ndanz48)氏 ハ血管壁 ハ猶 ホ正常ナルモ,主 因ハ血管擴張 シ血流緩徐 卜ナ レル ニ基 クモ ノナ リ 卜

セ リ.又Wirz49)氏 ハ蕁麻疹性 浮腫 液ニ 含有 セラルル多量 ノ蛋 白質 ハ血管外 ノ組 織 ヨリ起 源 シ

タルモノナ リト説明 シ,次 デTOrok, Lehner u. Kenedy9)氏 ハ既述 ノ方法 ニヨ リテ水疱ヲ 形

成 セ シメタル家 兎 ノ耳翼 ニ馬血清 ノ灌 流試驗 ヲ行 ヒ該水疱 内容液 ノ屈折率ヲ 檢 シ,以 テ多量 ノ

蛋 白質 ノ水疱 液中 ニ含 有 セラルル コ トハ血管 ノ透過性 ノ變 化ニ ヨリテノ ミ説明 シ得 ルモノナ リ

ト結論 セ リ. Gansslen及 ビManer45)氏 ハ「カ ンタ リヂ ン」水疱 液 ハ1部 ハ血行 ヨ リ1部 ハ組織

ヨリ起源 スルモノナ リト述ベタルガ, Umber u. Rosenbergs)氏 ハ限局性黄疽患者ニ發疱膏ヲ

貼附 シ,其 ノ水疱液中ノ「ビリル ビン」含有量ヲ檢 シタルニ,肉 眼的ニ,皮 膚全ク黄色ヲ呈セザ

ル部分ノ水疱液及 ビ皮膚ノ強ク黄色 ヲ呈シタル部分ノ水疱液ハ共ニ全ク同一ノ含有量 ヲ示 シ,

血清ハ之 ヨリ稍々多量ナル コ卜ヲ發見セリ.故 ニ水疱内容液ハ純然タル組織液 ト見做 シ難 シ卜

云ヘリ.更 ニ之ヲ余 ノ實驗成績 ヨリ考察スルニ,

1.免 疫家兎ノ水疱液中ニ出現 シ來ル免疫體ノ量ハ常 ニ其ノ血清ノ免疫體含有量ノ高低ニ伴

フテ上下 シ,且 血清ニ於ケル ヨリモ少量ニシテ如何ナル場合ニ於テモコレヲ凌駕 シタルコ 卜ナ

シ.

2.前 述ノ如ク「ビリル ビン」含有量 ヲ測定 シタル場合ニ於テモ亦之 卜同様 ニシテ血清ノ含有

量 卜平行 シ,且 皮膚ノ高度ニ黄色 ヲ呈シタル場合ニモ其ノ水疱液 ノ含有量ハ常ニ血清 ヨリモ少

量ナ リ.

3.自 働性免疫家兎ノ水疱液中ニ存在 セル沈降素ヲ檢スルニ,其 ノ結合帶ハ常ニ血清ノ結合

帯 卜一致ス.結 合帶ハ元來極メテ動搖 シ難 クシテ,其 ノ沈降素ノ個性 ヲ表示 スベキモノナ リト

見做 シ得ルヲ以テ,該 水疱液中ニ出現 シタル沈降素ノ血行中ニ存在セル沈降素 卜其 ノ結合帶ヲ

同フスルハ實ニ兩者同一物ナルコトヲ明確ニ立證 シ得タルモノナ リ.(木 村,腦 脊髓腔及 ビ眼前
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房内 ニ於ケル免疫體 ノ産生竝ニ移行ニ關スル研究,岡 山醤學會雜誌第41年 第6號1255頁 參

照).

4.豫 メ,水 疱 ヲ形成 セシメ置キタル正常家兎ノ靜脉内ニ,沈 降素又 ハ溶血素 テ注入 シタル

場合 ニハ,該 免疫體ハ短時間ニシテ水疱液中ニ出現シ,且 時間ノ經過 卜共ニ 増量スルモノナ リ.

(木村,沈 降素ニヨル被働性免疫ニ就テ,岡 山督學會雜誌第41年 第4號 參照).

5.鬱 血性黄疽 ヲ起サシメタル家兎ニ水疱 ヲ形 成セシメ,且 前房水ヲ穿刺除去 シタル後,潴

溜 シ來 リタル所謂第2前 房水ヲ該水疱液及 ビ血清 卜共ニ探取 シ,各 々ノ「ビリル ビン」含 有量ヲ

測定比較 セルニ,第21表 ノ成績 ヲ得タ リ.

第21表  第2前 房水 卜水疱液 トニ於ケル「ビリル ビン」量比較

斯クノ如ク,角 膜穿刺ニヨリテ第1前 房水 デ除去セル後,該 前房内ニ潴溜 シタル液 ノ大部分

ハ血行中ヨリ急速ニ移行シ來 レルモノナルコ トハ何人モ疑ハザル所ナリ.而 シテ此際,採 取セ

ル水疱液ノ「ビリル ビン」含有量 テ見ルニ,此 第2前 房水ノ含有量 卜殆 ド相一致 ス.

以上 ノ余 ノ實驗 ノ成 績ヨリ考按 セバ,「 カンタ リヂン」水疱液中ニ存在 セル免疫體ノ大部分ハ

血行中 ヨリ移行シ來 リタルモノナ リ卜推論 スルヲ以 テ最モ至當 トス.

茲ニ於テ,上 記免疫後 ノ時期 ニヨリ水疱液 卜血清 卜ノ免疫體含有量 ノ比 ヲ異 ニスルハ,血 行

内免疫體ノ水疱液中ニ移行スル状態ニ差違アルモノ 卜見做サザルペカラズ,即 チ免療後早朋 ニ

於テハ免疫體ノ血管通過性稍々弱クシテ水疱液中ニ移行 シ來 ル量,比 較的少 ク從テ血清 トノ差

著 シク,之 ニ反5末 期ニ至ラバ,免 疫體ノ血管通過性稍々増加 シ水疱内ニ出現 シ來ル免疫體 ハ

比較的多量 トナ リ,以 テ兩者ノ差ヲシテ小ナラシムルモノナ リ卜思考 ス.更ニ 進 ミテ免疫終了

後初期 ニ於 テ免疫體ノ通過性微弱ナルハ血行中ニ共存 スル抗原ニ基クニハ非ザルヤ 卜想像 シ免

疫後末期ニ於テ靜脉内ニ再 ビ抗原注入ヲ試 ミタリ.素 ヨリ抗體,抗 原ノ共存 ハ今日確定セザル

所ナ レドモ,共 存 シ得ベ シ卜見做 シタルー派ノ實驗ヲ見ルニ,各 自抗原檢出法ヲ異ニセルタメ

其 ノ共存期間一定 セザルガ略ボ30日 ヲ經過 セバ多 クノ場合,抗 原ヲ證明 シ得ザル丸 或ハ痕跡

ヲ認 ムルニ過 ギザルガ如 シ.而 シテ抗原再注射 卜同時ニ發疱軟膏ヲ貼附 シ. 24時 間後 ニ於テ水

疱液 ト血清 卜ヲ共ニ採取 シ檢スルニ各自ノ免疫價 ハ再注射直前ニ於クル夫々 ヨリモ稍々低下 シ

タルノミニシテ兩者 ノ比率關係ニ 至 リテハ格段 ノ變化ヲ認 メザ リキ.然 ルニ再注射後6-7日ニ
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水疱 ヲ形成セシメタル時ハ其 ノ内容液 ノ免疫價ハ血清 卜共 ニ再注射直前ノ免疫價 ニ比 シテ著 シ

ク上昇 シ且血清ニ對 スル比率關係ニ稍々著明ナル變化 ヲ生 ジ宛モ免疫後早期ニ於テ見タルガ如

キ關係 ヲ示 シタリ.之 ニヨリテ見ルニ抗體 ハ水疱液内通過性 ハ,血 液中ニ多量 ノ抗原ヲ注入 シ

タル時ニ著變ヲ來 サズ却 ツテ,再 注射ニヨリ新崖シタル免疫體ノ大量血液中ニ存在 スル初期ニ

水疱内移行 ヲ小ナラシムルモノノ如シ.

第5章　 結 論

1.「 カ ンタ リヂ ン」軟膏 ヲ家兎及 ビ海〓 ノ耳翼ニ 貼附 セバ,人 體 ニ於 ケル 卜同様ニ 水疱 ヲ形

成 セシムル コ トヲ得.

2.該 水 疱液 内 ニハ白血球 卜共 ニ甚 ダ多數 ノ血小板 ノ游出 セル ヲ認 ム.

3.水 疱 液 中ニ 含有 セラルル諸物質 ヲ血清 卜比較 スル ニ,食 鹽及 ビ殘 餘窒素 ハ稍 々多量 ナル

ガ固形分,總 蛋 白質,糖,「 ア ミラー ゼ」,「ア ンチ 卜リプ シン」,「 ビリル ビン」竝ニ 諸種 ノ免疫

體 ハ常 ニ少量 ナ リ.

4.余 ノ實驗成績 ヨリ考慮スルニ,水 疱液中ニ存在 セル蛋白質,免 疫體 ノ膠様性物質 ハ大部

分ハ,血 行内 ヨリ移行 シタルモノニシテ,血 管外組織 ヨリ起源 シタルモノニ非ズ.

5.免 疫動物ニ於 テ水疱液中ニ出現 シ來ル免疫體ハ,免 疫後 早明ニ於 テハ血清ニ封 シテ出現

率少ク,後 期ニ於テハ大 ナリ.コ レ免疫體 ノ血管通過性 ノ變化 ニ基 キタル結果ニシテ血管 ノ變

化ニ據ルモノニアラザルガ如 シ.

終ニ臨 ミ,御 懇篤ナル御指導 卜御校閲ノ勞 ヲ辱 フシタル緒方教授ニ感謝 ノ意ヲ表 ス.

(4.9.16.受 稿)
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Serochemische Studien uber die experimentelle

 Hautblasenfluesigkeit.

Von

Toshita Kimura.

Aus dem Hygienischen Insti ut der Med. Universitat zu Okayama, Japan.

 (Vorstand: Prof. Dr. M. Ogata.)
Eingegangen am 16. September 1929.

Verfasser gelang es mit vieler Muhe mittels eigener Methode auf der Haut des 

Kaninchens oder Meerschweinchens mit Kantharidinpflaster eine passende grosse Blase 

zuerzeugen, die ebenso reichen Inhalt wie die beim Menschen hatte. Mit dem Inhalt 

dieser Blase sowie dem Blutserum hat er dann zytologische, physikochemische und 

serochemische Untersuchungen ausgefuhrt und folgende Resultate erzielt:

1. In der Blasenflussigkeit sind verschiedene Blutzellen vorhanden, namlich viele 

Leukozyten und Blutplattchen, aber nur sehr wenige Erythrozyten. Es ist interessant, 

dass viele Blutplattchen in der Blasenflussigkeit zum Vorschein kommen, wahrend 

Erythrozyten nur sehr wenig gefunden werden.

2. Nach physikalischen, chemischen und mikrochemischen Methoden habe ich 
Blaseninhalt und Serumbestandteile verglichen, und die hier angegebenen Resultate 

erhalten. Der Blaseninhalt enthalt die im Blutserum vorkommenden Bestandteile, wie 

Kochsalz, Reststickstoff in derselben, bezw. einer etwas grosseren Menge wie das Blutserum 

selbst, wahrend der Gehalt an Eiweiss, Zucker, Fermenten, Antifermenten, Trockenruck

stand, Bilirubin, hamolytischem Komplement und normalem Immunkorper regelmassig 

kleiner ist als in dem Blutserum.

3. Etwas anders liegen die Verhaltnisse fur den Gehalt der Blasenflussigkeit an 
Immunantikorpern, weil die Periode: der Blasenbildung nach der Immunisierung dabei 
einen grossen Einfluss ausubt. Wenn man im Fruhstadium (etwa in der 1.-2. Woche) 
nach der Immunisierung Blaseninhalt und Blutserum praft, so sieht man bei beiden Saften 
einen grossen Unterschied im Immunkorpergehalt, im Spatstadium der Immunisierung 
dagegen findet man in dieser Hinsicht eine Annaherung zwischen Blaseninhalt und

 Blutserum. Diese Erscheinung beruht vielleicht nicht auf der Veranderung des Gefasses, 

sondern auf dem Immunkorper selbst, weil antigenfreie Immunkorper noch grossere 

Gefasspermeabilitat zeigen als antigenreiche. Zum Schluss mochte ich noch die Ansicht 

aussprechen, dass diese physiologischen oder pathologischen Bestandteile des Blasenin

haltes hauptsachlich aus dem allgameinen Blutkreislauf herstammen, uud nicht aus den 

perivascularen Geweben, weil diese immer von Serumbestandteilen abhangig rind.

(Autoreferal.)
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